
2020 年国勢調査： 使命は  
すべての人を数えること
アメリカ合衆国国勢調査局は、人口・住宅国勢調査（Census of Population and Housing）を実施するという10年に一
度の取り組みに着手しています。その使命は、すべての人を適切な場所で1回だけ数えることです。昨今の社会的、人
口統計学的、および技術的傾向の中で、人々 の居場所を確認し、10年周期国勢調査に回答するよう勧めることは困難
な課題です。その結果、一部の人口グループは「数えることが難しい」状態にあります。国勢調査局は、全人口を完全
かつ正確に数えるために、「数えることが難しい」人々 に注意とリソースを向けています。

国勢調査局は「計数困難」集団をどのように定義していますか？  
 一般に、計数困難集団には、国勢調査局の住所リストに表示されない可能性のある世帯など、住所の特定が難しい  
人々 が含まれます。移動が多い、ホームレスの状態にある、またはゲート付きコミュニティに住んでいるために、連絡が
困難な人々 もいます。

政府や集めたデータの使用方法をあまり信頼していないために説得するのが難しい人々 も、計数困難集団に含まれ  
ます。また、言語やインターネットにアクセスしにくいことが障害となり、数えにくい場合もあります。

国勢調査局の住所リストに
ない住宅ユニット

移動が多い、ホームレス 
生活をしている、ゲート 
付きコミュニティなどの 
物理的障壁がある

言語の壁、低い読み書き能力、 
インターネットアクセスの 
欠如のために参加が困難

政府への信頼の欠如、 
低い市民的参加意識

計数困難集団は、多くの  
カテゴリーに分類できます。以下に  
カテゴリーの一部を示します。 

	 5歳未満の幼児
 移動の多い人 
 人種的および民族的少数者
 使用言語が英語以外の人
 低所得者
 ホームレスの状態にある人 
 滞在許可証を持たない移民   
 政府に不信感を抱いている人
 LGBTQ (性的少数者) 
 精神的または身体的な障害を持つ人
 伝統的な住宅に住んでいない人

住所を特定し
にくい

連絡が取 
 りづらい

数え 
 にくい

説得が難しい
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国勢調査局が「計数困難」集団と連絡を取る方法 
国勢調査局は、計数困難集団を含む、この国に住んでいるすべての人を適切な場所で一度だけ数えるためにあらゆる手を  
尽くしています。

以下にその一部をご紹介します。
• 衛星技術および全国のコミュニティの住所をチェックするアドレスリスタを活用して住所リストを確認します。
• アラスカ北部の遠隔地の村、およびフロリダ州のハリケーンマイケル等の自然災害で被災した地域などの独特な状況に  
 ある地域では、2020年国勢調査資料を手渡しします。
• 大学の学生寮、介護施設（老人ホームやグループホーム）、軍事基地、刑務所等の「集団住居」では特別に計画を立てて 
 数えます。
• 地元のパートナーと協力して、シェルターや食糧供給所などの場所を特定し、ホームレスの状態にある人々を最も効果的 
 に数えます。

障害を持つ方々向けのリソース 
障害を持つ米国居住者を支援するため、2020census.govからアメリカ手話、点字、および大きな活字の言語ガイドが 
入手可能になります。国勢調査票支援には、聴覚障害者用通信機器を使用している人々専用の電話番号も含まれて  
います。

英語を話さない方々向けのリソース 
インターネット調査票および国勢調査票支援は、英語以外の12言語（スペイン語、中国語、ベトナム語、韓国語、ロシア語、
アラビア語、タガログ語、ポーランド語、フランス語、ハイチクレオール語、ポルトガル語、日本語）で入手できます。言語ガイ
ド、用語集、および言語識別カードは、英語以外の59言語で提供されます。紙の調査票は英語とスペイン語で入手でき 
ます。

さらに、国勢調査局は、 担当の地区に精通しその地区で使われている言語を話せる国勢調査員を確保するため、採用した国
勢調査員に自身のコミュニティを担当させます。
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